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 要  旨 
 近年，数十 Gbps から数百 Gbps と，ネットワーク物理帯域の広帯域化が進み，Grid やネット
ワークストレージシステム，高精細動画ストリーミングなどの長距離かつ高スループットの通信
を必要とするアプリケーションが出現してきた． 
 しかし，現在一般的に使用されている TCP（TCP Reno）では，帯域幅遅延積の大きいネット
ワーク（帯域が広く遅延の大きいネットワーク）で十分に帯域を利用できないことが知られてい
る．そこで，帯域幅遅延積の大きいネットワークで十分に帯域を利用するために，様々な高速ト




善する UDT の改良を行なう． 












 また，UDT の輻輳ウィンドウの計算に RTT の最小値を用いるという変更を加える．これによ
って，ボトルネックキューに相当する帯域を他のコネクションのために残しておくことができ，
スループット公平性を改善できる． 
 これらの機能により，他の高速トランスポートから帯域を奪わない，スループット公平性を考
慮した mUDT(moderate UDT)を提案し，評価を行なった結果，数本のコネクションが競合する
場合には，スループット公平性が改善できることが分かった． 
さらに，目標帯域をネットワークの状況に応じてアダプティブに設定する方法について考察を行
ない，それによって，競合するコネクション数が多くなってもスループット公平性が改善できる
可能性が示せた． 
 
 
 
